
□■□ヤギとイチョウと学ぶ学校□■□ 

しただの郷学園 三条市立笹岡小学校 学校便り 

 
 

 

 大谷選手の高校１年生のときのお話です。皆さんが、４月に１年

間の目標を立てたように、大谷選手も「高校を卒業するときに、８

つのプロ野球チームからドラフト会議で１位指名される」という

目標を立てました。そして、大谷選手は、この目標を夢で終わらせ

ないために、どうすればいいかを考えました。まず、９つのマスを

準備して、真ん中に「ドラフト１位指名８球団」という目標を書き

ました。そして、周りの８つのマスにこの目標を達成するためにや

ることを考えました。体づくりやコントロール、スピード160キロ

が大切なのはよく分かりますよね。おもしろいのは、この８つの目

標の中に、「運」があることです。確かに、いくら凄い選手になっ

ても、運が悪ければケガをして試合に出ることができず、指名され

ないかもしれません。 

運をよくするにはどうすればいいのでしょうか。大谷選手は

「運」をよくするために、次のようなことをすることにしました。

運をよくするためにやることは、ゴミ拾い・部屋そうじ・道具を大

切につかうなどいろいろ考えましたが、左上は何だと思いますか。

答えは、あいさつです。大谷選手は、あいさつをすることで、周りの人が笑顔になり、運がよくなると考え

たのです。私も同じ考えです。笑顔であいさつをされると、あいさつされた側も笑顔になります。周りの人

を笑顔にするあいさつは、大谷選手のようにきっと運がよくなってくると思います。 

次に、勉強したことを忘れない方法についての話です。右の図

は、学習したことがどれだけ身に付くかを示したピラミッドです。

「話を聞く」とか「読む」ことは、残念ながら忘れやすい勉強方法

なのだそうです。だから、授業で聞いたことや教科書などを読み、

家庭学習で繰り返し覚えるようにするのです。下に行けば行くほ

ど、忘れにくい勉強方法です。見て聞いただけでは定着率は20％で

すが、話し合いをすることで50％に上がります。90％も定着する一

番下の最高の勉強方法は何だと思いますか。それは、「人に教える」

ことです。人に教えるためには、自分がよく理解できていないといけません。また、「どうして？」と質問

されれば、どう教えれば分かりやすいかを考えます。人に教えることは、教える方もとてもいい勉強になる

のです。ピラミッドの上の方は「教えてもらう学習」、下の方は「自分からやる学習」です。いきいきパワ

ーアップ週間での調べ学習は、まさにピラミッドの下の部分ですから、大切な勉強ですね。 

 

 

 10月31日（火）にチャレンジマラソン記録会を行いました。本年度

は、学年ごとのコースではなく、自分のペースを守って最後まで走り

切れる距離を各自が選択する方式にしました。記録会に向けて、与え

られた練習時間だけでなく、昼休みなどに自主的に練習する子どもた

ちの姿がありました。以前の自分を超えるために努力する経験は、学

習や生活面など、様々な場面に生きていくと思います。 
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 11月11日（土）に「私のメッセージ大会」が三条市中央公民館で行われました。市内の小学校・義務教育

学校前期課程の代表20人が、日常での体験や出来事、社会問題に真剣に向き合い、自身の考えを発表しまし

た。笹岡小学校からは、６年生の多田彩夏さんが堂々と発表しました。 

 

 11月 16日（木）にひめさゆり児童会主催「なんでも選手権」を行いました。子どもたちは、当日まで一

生懸命に練習を重ね、すばらしい発表を見せてくれました。スペシャルゲスト（下組 西川哲司様）の出演

もあり、大いに盛り上がりました。 

 

 

 

12月７日（木） 
笹小祭り 避難訓練・引き渡し訓練 

学校運営協議会 

14日（木） 地域子ども会 音楽朝会（高学年発表） 

21日（木） 給食最終日 ４限給食後下校 

22日（金） ２学期終業式 ３限後下校 

28日（木） 学校無人化（～1/4） 

１月９日（火） ３学期始業式 ４限給食後下校 

11日（木） 校内書き初め大会 

22日（月） 校内書き初め展（～1/26） 

24日（水） 学習参観、学級懇談会、教育活動説明会 

「自然豊かな私の町 下田」       多田 彩夏 
 
みなさんは自然あふれる町、下田に来たことはありますか。下田は山や田んぼがあり、生き物がたくさん

いるとても自然豊かな場所です。私が通っている笹岡小学校も下田にあります。私はこの下田の町がもっと

たくさんの人が訪れる場所・住む場所になってほしいと思っています。しかし、三条市のホームページを見

ると、年月が進むごとに下田に住む人はどんどん減ってきているようです。そこで多くの人に来てもらうた

めに、住んでもらうために、私は調べたことをもとに下田の自然を生かした２つの策を考えました。 

１つ目は、田んぼアートです。田んぼアートとは、水田をキャンバスに見立て、色の異なる稲を使って巨

大な絵を描き出すことです。稲が成長するに従って鮮明な絵柄が現れ、時期により色合いの異なるアートが

稲刈りまで観賞できます。下田にはたくさんの田んぼがあります。だからその田んぼを活用して田んぼアー

トのイベントを開催すると下田を訪れる人が増えるのではないでしょうか。三条市のとなりに位置する燕市

では、昨年度まで田んぼアートをしていて何百人もの人が田んぼアートのために集まったそうです。季節に

よって様子が変わるので１年中を通して下田を訪れてくれるのではないかと考えました。 

２つ目は、冬のアイスキャンドルです。アイスキャンドルは北海道の下川町で行われていて、氷で作った

器の中にキャンドルを入れたものです。雪の上にたくさん並べられたキャンドルは、きれいで幻想的な空間

を作り出します。そこで八木ヶ鼻オートキャンプ場やスノーピークなどにアイスキャンドルを並べれば、自

然を楽しめるキャンプとともに下田の雪景色をより一層楽しめると思います。県外からキャンプをしに来て

いる人にも自然を身近に感じ、下田の自然の良さを感じてほしいと思います。また、キャンプ場だけでなく、

イベントの日には各家庭の玄関にキャンドルを飾ることで、町中が夜でも明るく綺麗になると思います。下

田に住んでいる人みんなで参加することで下田の町全体が盛り上がることにもつながると考えています。 

このような、春から冬の一年中楽しむことができる２つの策で、下田に住んでくれる人・訪れてくれる人

が増えて、私の町の未来がもっと良くなってほしいと思います。これからも私たちの大切な下田を盛り上げ

るために、豊かな自然を活かしたイベントを積極的に取り入れて、下田をもっとにぎわいのある町にしてい

きたいです。 

ヤギのハッピーくんの卒業式を行いました！ 

今年４月、３年ぶりに笹岡小に届いた新しい命

ハッピーくん。ラッキーちゃんとの新婚生活を終

え、新天地へと旅立っていきました。ハッピーく

んが去った後、感極まって泣き出す子の姿も…。 

ハッピーくん、これからもずっと元気でいてくだ 

さいね。来年の春には、 

ラッキーちゃんがハッ 

ピーくんとの赤ちゃん 

を届けてくれることを 

願っています。 

12・１月の予定 
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